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穂
高
公
民
館
は
、
地
域
史
研
究
家
の

中
島
博
昭
さ
ん
の
構
想
に
基
づ
き
「
試

演
『
安
曇
野
話
の
泉
劇
場
』」
の
講
座

を
3
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
た
。

　

か
つ
て
、
扇
状
地
の

安
曇
野
は
農
業
に
向
か

な
い
不
毛
の
土
地
で
あ

っ
た
。
そ
れ
を
今
の
よ

う
に
美
し
く
豊
か
な
土

地
に
変
え
た
の
は
、
こ

こ
に
住
む
先
人
た
ち
で

あ
り
、
長
年
に
わ
た
る

彼
ら
の
並
々
な
ら
ぬ
努

力
の
結
晶
が
、今
の
安
曇
野
と
な
っ
た
。

安
曇
野
に
は
多
く
の
人
間
ド
ラ
マ
が
天

上
の
星
の
よ
う
に
き
ら
め
い
て
い
る
。

こ
の
人
間
ド
ラ
マ
を
上
演
す
る
の
が
、

『
安
曇
野
話
の
泉
劇
場
』
で
あ
る
。

　

2
月
に
行
わ
れ
た
第
１
回
目
の
テ
ー

マ
は
「
流
れ
の
勝
利
者
た
ち
」。
そ
の

中
で
中
島
さ
ん
作
の
3
つ
の
話
を
十と

え
だ枝

功い
さ
おさ
ん
の
語
り
で
紹
介
し
、
中
島
さ
ん

が
解
説
す
る
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ

た
。
第
１
話
は
「
江
戸
時
代
、
等
々
力

村
で
禁
断
の
鴨
猟
を
し
て
処
刑
さ
れ
た

勘
蔵
一
家
の
話
」。
第
2
話
は
「
山
に

向
か
う
川　

拾
ケ
堰
」。
第
3
話
は「
大

変
な
苦
労
と
試
行
錯
誤
の
結
果
、
中
房

か
ら
有
明
に
お
湯
を
引
い
て
き
た
話

『
竹
・
松
・
ガ
ラ
ス　

穂
高
温
泉
引
湯

も
の
が
た
り
』」。

　

4
月
に
行
わ
れ
た
第
2
回
目
の
テ
ー

マ
は「
時
代
に
先
駆
け
た
安
曇
人
た
ち
」

で
前
回
と
同
様
の
形
で
進
め
ら
れ
た
。

第
4
話
は
「
八
面
大
王
は
鬼
か
人
か
」。

第
5
話
は
「
民
権
の
マ
ル
チ
で
イ
ケ
メ

ン　

松
沢
求
策
」。
第
6
話
は
「
平
和

を
願
っ
て
家
族
と
別
れ
を
告
げ
た
『
上

原
良
司
が
渡
っ
た
平
和
な
橋
』」。

　

6
月
の
最
終
回
の
テ
ー
マ
は
「
独
創

に
生
き
未
来
に
生
き
」
で
、
語
り
べ
は

初は
つ
が
や谷
大ひ

ろ
こ子
さ
ん
。
第
7
話
は
「
新
宿

中
村
屋
に
サ
ロ
ン
を
開
い
た
『
サ
ロ
ン

の
元
祖　

愛
蔵
と
黒
光
』」。
第
8
話
は

「
文
芸
家
の
清

沢
清
志
と
北
ア

ル
プ
ス
開
拓
の

先
駆
者　

百
瀬

慎
太
郎
を
取
り

上
げ
た
『
南
北

の
安
曇
野
サ
ロ

ン　

清
志
と
慎

太
郎
』」。
第
9

話
は
「
唄
え
、

安
曇
節
（
ナ
ウ

バ
ー
ジ
ョ
ン

で
）」。

　

こ
れ
ま
で
の
話
を
創
作
の
歌
詞
に
し

て
現
代
風
に
編
曲
し
た
安
曇
節
を
、
参

加
者
全
員
で
歌
っ
て
『
安
曇
野
話
の
泉

劇
場
』
の
締
め
く
く
り
と
し
た
。
各
回

と
も
70
人
近
い
参
加
者
が
あ
り
、
3
回

全
て
に
出
席
し
た
方
も
多
く
、
参
加
者

と
共
に
つ
く
る
講
座
に
な
っ
た
。

　

三
郷
公
民
館

は
、
第
１
回
初
心

者
対
象
パ
ソ
コ
ン

講
座
を
、
6
月
12

日
か
ら
15
日
ま
で

の
4
日
間
に
わ
た

っ
て
開
催
し
た
。

講
師
に
は（
株
）ネ

ク
サ
ス
デ
ィ
ー
・
エ

ー
の
田
中
さ
お
り

さ
ん
を
迎
え
、
10

人
が
受
講
し
た
。

　
「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
で
作
る
回
覧
文
書
・
表

の
作
成
に
挑
戦
」
の
テ
ー
マ
で
、
テ
キ

ス
ト
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
の
操
作
を

交
え
て
説
明
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
ず
、

最
初
の
2
日
間
は
、
年
々
進
化
す
る
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
説
明
を
皮
切
り

に
、
ソ
フ
ト
の
起
動
と
終
了
の
仕
方
、

文
字
入
力
と
削
除
、文
章
入
力
の
練
習
、

書
式
設
定
、保
存
の
手
順
で
進
め
ら
れ
、

見
事
に
回
覧
文
書
が
出
来
上
が
っ
た
。

後
半
の
2
日
間
は
、
表
の
作
成
手
順
を

一
通
り
学
び
、
回
覧
板
の
回
覧
順
序
表

を
完
成
さ
せ
た
。

　

受
講
者
の
多
く
は
一
線
を
退
か
れ
た

方
々
で
、
中
に
は
80
歳
を
超
え
る
受
講

者
も
い
た
。
当
初
は
パ
ソ
コ
ン
へ
の
抵

抗
感
か
ら
か
表
情
が
硬
い
受
講
者
も
い

た
が
、
目
標
が
達
成
さ
れ
る
に
し
た

が
っ
て
、
喜
び

の
表
情
が
そ
こ

こ
こ
で
見
ら
れ

た
。
講
座
は
、

田
中
さ
ん
の
一

人
一
人
に
寄
り

添
っ
た
丁
寧
な

言
葉
か
け
も
あ

り
、
全
員
が
4

日
間
を
皆
勤
す

る
こ
と
が
で
き

た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、「
こ
れ
か
ら
の
人

生
に
こ
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
が
役
に
立
つ

気
が
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な
仕
事

を
選
択
す
る
と
き
、
パ
ソ
コ
ン
が
使
え

る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
受
講
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
」「
先
生
か
ら
細
部
に
わ
た
り
親

切
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
に
見
守
ら
れ
て
パ
ソ
コ
ン
を
操
作

で
き
、
安
心
し
て
講
座
を
受
講
で
き
ま

し
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

人
生
百
年
時
代
と
言
わ
れ
、
生
涯
に

渡
っ
て
「
学
び
」
が
必
要
な
時
代
に
直

面
し
て
い
る
今
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の

人
生
を
見
つ
け
出
し
、
充
実
さ
せ
て
い

く
た
め
の
大
切
な
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し

て
パ
ソ
コ
ン
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
受
講
者
の
姿
か
ら
教
え
ら
れ
た
。

　

な
お
、
こ
の
講
座
は
本
年
４
回
計
画

さ
れ
て
い
る
。

穂
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民
館

三
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公
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初
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ソ
コ
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地域文化祭の開催 ・作品募集
日ごろの活動の成果であるご自慢の作品・一芸を文化祭で発表しませんか。
出展点数は作品内容によって異なりますので、各地域公民館へお問い合わせください。
また、文化祭に出展した作品の中から、平成 31年 3月開催の「安曇野市総合芸術展」への

出展作品が選ばれます。皆さんの出展をお待ちしています。
※なお、都合により時間などが変更になる場合があります。

豊科　　問い合わせ先：豊科公民館（472－2158　673－6401）　　※日程は予定

穂高　　問い合わせ先：穂高公民館（482－5970　682－3990）

展示日程
（展示場所）

美術・書道・一般作品（豊科公民館、豊科郷土博物館）
　展　示：11月9日（金）～11月11日（日）
　　　　　午前 9 時～午後 5 時
　　　　　※ 11月11日（日）は午後 3 時まで
　搬　入：11月8日（木）午前9時～（豊科公民館）
　　　　 11月8日（木）午後1時～（豊科郷土博物館）
　片付け：11月11日（日）午後 3 時～

菊花展（豊科交流学習センター「きぼう」回廊中庭）
展　示：11月１日（木）～11月4日（日）
　　　　午前 9 時～午後 4 時
搬　入：10月31日（水）午後１時～
片付け：11月 5日（月）午前 8 時 30 分～
華道展（豊科交流学習センター「きぼう」）
展　示：11月 2日（金）～4日（日）
　　　　 午前 9 時～午後 5 時
　　　　※11月4日（日）は午後 3 時まで
短歌大会（豊科公民館　講座室）
　開催日：11月17日（土）
俳句大会（豊科公民館　大会議室）
　開催日：11月18日（日）

ステージ発表
（開催場所）

芸能発表会（豊科公民館　大ホール）
開催日時：11月 3日（土・祝）

午前 8 時 30 分～午後 5 時
（各種出演者募集）

申込み期限 9 月 21 日（金）
申込み方法 豊科公民館窓口で所定の用紙に記入
募集内容 絵画・水墨画・書道・写真・彫刻・彫塑・工芸・菊花・盆栽など

展示日程
（展示場所）

総合美術展（穂高総合体育館）
展　示：11月2日（金）～4日（日）

午前 9 時～午後 5 時　
※11月4日（日）は午後 3 時まで

搬　入：11月1日（木）午後 1 時～
片付け：11月4日（日）午後 3 時～

あづみ野菊花展（穂高神社）
展　示：10月27日（土）～11月11日（日）

　　　　 午前 9 時～午後 5 時
　　　　 ※ 11月11日（日）は午後 3 時まで
搬　入：10月26日（金）
片付け：11月11日（日）
盆栽・山野草展（穂高神社）
展　示：10月26日（金）～28日（日）

　　　　 午前 9 時～午後 4 時
　　　　 ※10月28日（日）は午後 3 時まで

ステージ発表
（開催場所）

芸能まつり（穂高会館講堂）
カラオケ：11月2日（金）午前9時30分開演
　一部：11月3日（土・祝）
　　　　午前 9 時 30 分開演
　二部：11月4日（日）午前9時開演

申込み期限 9 月 29 日（土）
申込み方法 穂高公民館窓口で所定の用紙に記入
募集内容 書道・絵画・写真・短歌俳句・陶芸・彫刻・彫塑・手工芸・木彫・菊花・踊り・合唱・カラオケなど

三郷　　問い合わせ先：三郷公民館（477－2109　677－6060）

堀金　　問い合わせ先：堀金公民館（472－5796　672－4900）

明科　　問い合わせ先：明科公民館（462－4605　662－5894）

展示日程
（展示場所）

文化産業展（三郷公民館・三郷交流学習センターゆりのき）
展　示：10月13日（土）午後 1 時～午後 8 時

14日（日）午前 9 時～午後 4 時
搬　入：10月13日（土）午前 9 時～午前 10 時
片付け：10月14日（日）午後 4 時～午後 5 時
菊花展（三郷交流学習センターゆりのき）
展　示：10 月 30 日（火）～ 11 月 3 日（土・祝）

午前 9 時～午後 9 時
※11月3日（土・祝）は午後 3 時まで

搬　入：10月29日（月）午後１時～午後 3 時
片付け：11月 3日（土・祝）午後 4 時～午後 5 時

ステージ発表

ふれあいコンサート（三郷中学校講堂）
開催日時：10月20日（土）

午前 9 時～正午
芸能発表会（三郷公民館講堂）
開催日時：11月 3日（土・祝）

午前 9 時～午後 3 時
 

申込み期限 8 月 31 日（金）　※地域回覧で周知済み
申込み方法 三郷公民館（三郷支所）窓口で所定の用紙に記入
募集内容 盆栽･山野草･木彫石彫･生花･絵画･彫刻・彫塑・手工芸･短歌俳句･和洋裁･写真･絵画･書道･菊花など

展示日程
（展示場所）

作品展示（堀金総合体育館）
展　示：10 月 26 日（金）～ 28 日（日）

午前 9 時～午後 5 時　
※ 10 月 28 日（日）は午後 4 時まで

搬　入：10 月 24 日（水）午後 1 時～午後 5 時
　　　　10 月 25 日（木）午前 9 時～午後 5 時
片付け：10 月 28 日（日）午後 4 時～午後 5 時

申込み期限 個人で出品される方　10 月 17 日（水）
申込み方法 堀金公民館窓口で所定の用紙に記入

募集内容
菊花・盆栽・書道・写真・絵画・彫刻・彫塑・陶芸・
水墨画・手芸・生花・フラワーアレンジメントなど

展示日程
（展示場所）

作品展示（明科公民館）
展　示：11 月 2 日（金）～4日（日）
　　　　午前 9 時～午後 5 時
　　　　※ 11 月 4 日（日）は午後 3 時まで
搬　入：11 月 1 日（木）午前 9 時～
片付け：11 月 4 日（日）午後 3 時～

申込み期限 9月28日（金） 申込み方法 明科公民館窓口で所定の用紙に記入

募集内容
書道・水墨画・絵画・写真・彫刻・彫塑・陶芸・和洋裁・手芸・織物・
押花・押絵・生花・菊花・盆栽・短歌俳句・学習発表など

ステージ発表

お楽しみサロン（明科公民館講堂）
11 月 3 日（土・祝）午前 10 時～午後 3 時
芸能発表会（明科公民館講堂）
11 月 4 日（日）午前 10 時～午後 2 時

ステージ発表
開催日：10 月 27 日（土）
場　所：堀金総合体育館サブアリーナ
まどいの広場　午前10時～午前11時30分
芸能祭　午後 0 時 15 分～午後 6 時

堀金一周駅伝大会

開 催 日：11 月 4 日（日）
発走場所：堀金支所正面駐車場
オープン参加：午前 9 時 15 分～
発走時間：午前 9 時 45 分～

常念フェスティバル
開催日時：10 月 28 日（日）　午前 9 時 30 分～午後 3 時
場　　所：常念ドーム、堀金中央公園
内　　容：ものづくり体験・クラフト制作・ステージ発表・仮装行列・フリーマーケット　等
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堀
金
公
民
館
は
4
月
か
ら
9
月
ま

で
、
堀
金
田た

ん
ぼ圃
集
会
所
の
畑
で
「
農
業

体
験
物
語
」
の
講
座
を
開
き
、
15
人
が

参
加
し
た
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
ズ

ッ
キ
ー
ニ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
等
、
色
と
り

ど
り
の
野
菜
を
栽
培
し
た
。
8
月
4
日

に
は
収
穫
祭
と
し
て
、
農
村
生
活
マ
イ

ス
タ
ー
の
一
志
み
ゆ
き
さ
ん
と
猿
田
弥

栄
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
ピ
ザ
、
ポ

ト
フ
、
夏
野
菜
サ
ラ
ダ
な
ど
の
料
理
を

し
た
。

　

両
親
と
一
緒
に

参
加
し
た
秦は

た

彩あ
や
ね音

さ
ん
（
小
3
）
と

千ち
な
つ夏
さ
ん
（
小

1
）の
姉
妹
は「
野

菜
が
採
れ
る
の
が

楽
し
い
」
と
、
元

気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

　

外
周
が
2
㍍
ほ
ど
あ
る
コ
ン
テ
ス
ト

用
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
『
ア
ト
ラ
ン
テ

ィ
ッ
ク
・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
』
も
栽
培
し

て
い
て
、
継
続
的
に
手
入
れ
を
続
け
、

秋
の
常
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
展
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
山
路
）

　

市
文
化
財
保
護

審
議
会
委
員
で
給

念
寺
住
職
の
大
澤

慶
哲
さ
ん
を
講
師

に
、
明
科
公
民
館

歴
史
講
座
が
7
月

17
日
に
行
わ
れ

た
。
90
人
を
超
え

る
参
加
者
が
、
明

科
廃
寺
の
第
5
次
調
査
の
報
告
を
興
味

深
く
聞
い
た
。

　

明
科
廃
寺
は
、
7
世
紀
か
ら
9
世
紀

直
前
の
約
２
０
０
年
の
間
に
、
飛
騨
の

匠
と
呼
ば
れ
る
職
人
集
団
が
や
っ
て
き

て
建
て
ら
れ
た
。
出
土
し
た
軒
丸
瓦
や

遺
構
か
ら
、
中
心
伽が

ら
ん藍
の
一
部
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
だ
全
体
の
伽

藍
配
置
は
不
明
で
、
こ
れ
か
ら
も
引
き

続
き
調
査
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
。

　

豊
科
公
民
館
大

ホ
ー
ル
で
7
月

7
日
、
20
周
年
記

念
の
豊
科
地
域
コ

ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

交
流
発
表
会
を
行

い
、
8
グ
ル
ー
プ

が
参
加
し
た
。

　

最
初
に
全
員
で

「
あ
ず
み
野
の
四

季
」
を
合
唱
し
、

そ
の
後
各
グ
ル
ー

プ
が
そ
れ
ぞ
れ
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
た
。
大
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に

響
き
わ
た
る
歌
声
に
、
５
０
０
人
の
観

客
は
盛
大
な
拍
手
を
送
っ
て
い
た
。

　

招
待
演
奏
で
「
波
田
少
年
少
女
合
唱

団
」
が
東
京
国
際
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
参

加
曲
な
ど
を
披
露
し
た
。

　

穂
高
公
民
館
は
7

月
25
日
、
初
心
者
向

け
登
山
講
座
「
安
全

な
登
山
の
た
め
に
」

を
開
講
し
、
26
人
が

参
加
し
た
。

　

講
師
は
元
長
野
県

山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー

専
門
主
事
の
秋
田
敬ひ

ろ
の
り典
さ
ん
。
講
演
内

容
は
、
夏
山
登
山
に
つ
い
て
や
登
山
計

画
の
重
要
性
、
歩
き
方
の
基
礎
や
装
備

な
ど
で
あ
っ
た
。
近
年
、
登
山
人
口
の

増
加
に
伴
い
、
事
故
件
数
も
増
加
し
て

い
る
。

　

秋
田
さ
ん
は
「
単
独
歩
は
避
け
、
で

き
れ
ば
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ

う
」
と
語
っ
た
。
安
全
で
有
意
義
な
登

山
の
た
め
に
、
事
前
に
一
人
一
人
が
正

し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
と
の
出
会
い
は
、

今
か
ら
33
年
前
シ

ャ
ー
プ
の
ポ
ケ
ッ

ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
簡
単

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
マ
イ
ク
ロ
テ

　

三
郷
公
民
館
は
7
月
8
日
、
地
区
公

民
館
役
員
研
修
会
を
、
同
館
講
堂
で
開

き
、14
地
区
か
ら
約
50
人
が
出
席
し
た
。

　

研
修
会
の
前
半
で
は
、「
協
働
は
み

ん
な
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
映
像
を
利

用
し
な
が
ら
市
地
域
づ
く
り
課
の
出
前

講
座
を
行
っ
た
。

　

出
前
講
座
の
な
か
で
、
市
が
目
指
す

ま
ち
づ
く
り
や
、
市
区
長
会
が
目
指
す

「
部
制
度
」
の
仕
組
み
、
市
民
一
人
一

人
が
主
体
的
に
考
え
行
動
す
る
こ
と
の

大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

研
修
会
の
後
半
で
は
、
三
郷
地
域

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
長
の
松
田
久
雄

さ
ん
の
解
説
で

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
講
習
を
行

っ
た
。メ
ン
バ

ー
の
指
導
に
よ

り
、グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
や
キ

ン
ボ
ー
ル
、ポ

ー
ル
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
等
を
体
験
し

た
。（
東
山
路
）

ー
プ
に
保
存
し
遊
ん
で
い
た
。
時
代

は
変
わ
っ
て
も
原
理
は
変
わ
ら
な

い
。
こ
れ
か
ら
ど
の
く
ら
い
進
歩
す

る
の
か
楽
し
み
だ
が
、
つ
い
て
い
け

る
よ
う
に
日
々
精
進
し
た
い
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
・
Ｎ
）

農
業
体
験
物
語

明
科
廃
寺
の
謎
を
探
る

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
交
流
発
表
会

初
心
者
向
け
登
山
講
座

地
区
公
民
館
役
員
研
修
会

欅


